
    

■ 

は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に 

平
成
二
十
九
年
を
向
か
え
早
三
ヵ
月
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
一
月
は
元
旦
祭
、
各
地
区

家
祈
祷
の
神
事
・
交
通
安
全
祈
願
祭
・
伊
勢
参

り
と
あ
わ
た
だ
し
く
過
ご
す
中
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
風
邪
な
ど
罹
っ
た
方
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
斯
く
由
、
私
も
風
邪
に
罹
り
ご
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。
十
分
注
意
し
て
い
た
つ
も

り
で
も
、
人
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
つ

い
、
油
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
二
月
に
は
神
社

の
天
神
神
社
祭
典
行
な
い
、
小
学
生
の
子
等
に

よ
る
書
の
奉
納
を
執
り
行
い
ま
し
た
が
、
六
年

生
の
子
等
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
学
級
閉

鎖
で
神
社
へ
の
参
加
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
小
学
校
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
三

年
・
四
年
・
五
年
生
が
元
気
に
参
加
し
て
く
れ

例
年
に
変
わ
り
な
く
と
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

三
月
に
な
る
と
神
社
に
て
祈
年
祭
（
春
祭
り
）

が
行
な
わ
れ
、
今
年
一
年
の
五
穀
豊
穣
・
商
売

繁
盛
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
神

社
に
お
い
て
は
例
年
と
変
わ
り
な
く
、
事
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
世
の
中
を
見
渡
し
ま
す
と
、

政
治
不
安
、
経
済
不
安
な
ど
の
先
行
き
の
見
通

し
が
不
透
明
で
ど
う
な
る
か
心
配
で
す
。
兎
に 

   も
角
に
も
良
い
一
年
で
過
ご
す
事
が
出
来
ま
す

様
、
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■ 

新
春
伊
勢
参
宮
旅

新
春
伊
勢
参
宮
旅

新
春
伊
勢
参
宮
旅

新
春
伊
勢
参
宮
旅
行行行行    

一
月
二
十
日
・
二
十
一
日
と
泊
ま
り
で
神

宮
参
拝
を
し
て
き
ま
し
た
。
例
年
に
増
し
て

福
岡
部
会
の
参
加
者
が
増
え
、
バ
ス
五
台
に

分
乗
し
、
神
宮
参
拝
、
猿
田
彦
神
社
、
お
千

代
稲
荷
神
社
と
巡
る
楽
し
い
二
日
間
で
、
特

に
夜
の
宴
会
で
は
其
々
の
地
区
が
カ
ラ
オ

ケ
・
手
踊
り
と
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
雪
の
為
に
二
日
目
の
お
千
代
稲
荷

神
社
へ
行
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
、
お
千
代

稲
荷
神
社
に
行
く
こ
と
が
出
来
、
大
変
良
か

っ
た
で
す
。 

す
で
に
、
来
年
の
参
宮
旅
行
に
参
加
し
た

い
と
云
う
方
や
、
二
日
目
は
ど
こ
ど
こ
へ
行

き
た
い
と
云
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
の
参
加
に
よ
っ
て

地
域
の
方
達
と
の
繋
が
り
が
出
来
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

今
回
、
永
年
参
宮
表
彰
対
象
者
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

伊
勢
旅
行
永
年
参
宮
表
彰
者 

十
年
表
彰 

 

良
雪
正
隆
・
小
林
義
明
（
福
岡
区
） 

吉
村
建
三
・
長
瀬
清
逸
（
高
山
区
） 

吉
村
美
保
・
志
津
安
彦
（
下
野
区
） 

 

■■■■    

交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
祈
願
祭    

毎
年
一
月
に
中
津
川
市
福
岡
交
通
安
全
協

会
主
催
で
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
一
月
二
十
九
日
に
行
い
、
協
会
役
員
の
方
、

各
区
長
を
始
め
市
会
議
員
・
警
察
署
長
等
の

方
が
今
年
一
年
の
安
全
と
事
故
の
撲
滅
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。
常
日
頃
、
地
区
役
員
の

方
々
が
一
年
を
通
じ
て
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
氏
子
の
皆
さ
ん
も

注
意
喚
起
し
て
事
故
の
な
い
社
会
に
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

 ■ 

天
神
神
社
祭
典

天
神
神
社
祭
典

天
神
神
社
祭
典

天
神
神
社
祭
典    

    

二
月
十
七
日
金
曜
日
に
天
神
神
社
の
お
祭

り
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
榊

山
神
社
境
内
に
鎮
座
し
ま
す
芭
蕉
天
神
社
の

お
祭
り
で
菅
原
道
真
公(8

4
5

❘9
0
3
)

が
御
祭

神
で
す
。
こ
の
方
は
学
問
の
神
様
と
呼
ば
れ

和
歌
・
漢
詩
・
書
道
に
秀
で
た
人
物
で
有
名

な
歌
は
「
東
風
吹
か
ば
匂
い
を
こ
せ
よ
梅
の

花
・
・
・
」
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、
榊
山
神

社
に
天
神
神
社
が
あ
る
か
と
云
う
と
昭
和
初

期
ま
で
榊
山
神
社
の
横
に
学
校(

現
在
の
氏

子
会
館)

が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。 

神
事
を
執
り
行
っ
た
後
、
福
岡
小
学
校
の
三

年
か
ら
六
年
を
対
象
に
総
勢
百
十
九
名
の
生

徒
が
社
務
所
に
て
筆
書
を
書
き
ま
す
。
三
十

年
ほ
ど
前
か
ら
神
社
で
行
わ
れ
、
少
し
で
も

神
社
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
今
日
ま

で
続
け
て
お
り
ま
す
。
三
月
い
っ
ぱ
い
総
合

事
務
所
の
ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
に
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
生
徒
た
ち
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
優
秀
な
子
の
作
品
は
神
社
の
御
神
楽

殿
に
一
年
間
掲
示
し
ま
す
。 

 

優
秀
者
六
年
生 

 
 

金
賞 

三
浦
あ
か
ね 

 
 

銀
賞 

深
谷
遥
菜
・
曽
我
優
菜 

 
 

銅
賞 

山
田
朔
藍
・
岡
山
怜
輝 

 

優
秀
者
五
年
生 

 
 

金
賞 

後
藤
来
夢 

 
 

銀
賞 

糸
魚
川
姫
奈
・
青
木
愛
華 

 
 

銅
賞 

青
山
実
玲
・
深
谷
愛 

 

優
秀
者
四
年
生 

 
 

金
賞 

青
木
悠
莉 

 
 

銀
賞 

三
石
珠
杏
・
山
田
稀
藍 

 
 

銅
賞 

安
部
奈
美
枝
・
早
川
巧
望 

 

優
秀
者
三
年
生 

 
 

金
賞 

深
谷
友
美 

 
 

銀
賞 

勝
美
月
・
畑
尻
愁
史 

 
 

銅
賞 

東
川
澄
玲
・
内
木
莉
音 

裏
へ 

榊
山
神
社
だ
よ
り 

平成平成平成平成 29292929 年４年４年４年４月月月月    

１８号１８号１８号１８号    



■    
春
祭
春
祭
春
祭
春
祭
りりりり
（（（（
祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭
）））） 

 

斎
行
日
三
月
一
日 

 

一
年
を
通
じ
て
農
作
物
の
豊
作
・
産
業
の
発

展
・
国
民
の
繁
栄
を
願
う
お
祭
り
で
す
。
今

年
も
氏
子
総
代
を
初
め
、
区
長
、
区
議
、
市

議
会
議
員
、
町
内
会
長
等
が
集
ま
り
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

区
内
各
神
社
に
於
い
て
も
こ
れ
か
ら
春
祭

り
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
多
く
の
方
の
参
加

を
呼
び
か
け
親
睦
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

戦
没
者
慰
霊
祭

戦
没
者
慰
霊
祭

戦
没
者
慰
霊
祭

戦
没
者
慰
霊
祭    

 

斎
行
日
三
月
二
十
日 

 

榊
山
神
社
忠
魂
社
に
は
戦
争
に
参
加
し
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
旧
福
岡
町
内
に
二
百
八
十

名
余
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
霊
を
慰
め
感
謝
を
申
し
上
げ
、
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
不
戦
の
誓
い
と
平
和

を
祈
念
す
る
お
祭
り
で
す
。
遺
族
会
の
方
達

が
主
催
し
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
年

を
経
る
ご
と
に
遺
族
の
方
達
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
遺
族
会
で
行
な
わ
れ

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
風
化
さ
せ
て
は
い

け
な
い
思
い
で
、
神
社
で
行
な
う
大
事
な
お

祭
り
と
し
て
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■ 

祖
霊
舎
御
霊
祭

祖
霊
舎
御
霊
祭

祖
霊
舎
御
霊
祭

祖
霊
舎
御
霊
祭
りりりり    

 

斎
行
日
三
月
二
十
日 

 

お
彼
岸
の
時
期
に
合
わ
せ
榊
山
神
社
氏
子

会
館
で
毎
年
執
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

永
代
供
養
を
行
な
い
ま
し
た
御
霊
舎
が
氏

子
会
館
に
あ
り
ま
す
。
御
霊
舎
に
入
っ
て
い

る
こ
の
方
達
は
跡
継
ぎ
が
無
く
位
牌
や
お
墓

の
管
理
が
出
来
な
い
方
達
で
す
。
神
職
の
み

で
霊
前
祭
を
行
い
供
養
致
し
ま
し
た
。 

 

永
代
供
養
の
お
問
い
合
わ
せ 

宮
司 

深
谷
耕
平 

 

電
話0

5
7
3
-7
2
-2
8
9
2
 

 

■ 

震
災
鎮
魂
祭

震
災
鎮
魂
祭

震
災
鎮
魂
祭

震
災
鎮
魂
祭    

    
斎
行
日 

三
月
二
十
日 

 

こ
の
お
祭
り
は
東
日
本
大
震
災
後
に
毎
年

行
な
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
で
す
。
大
震
災
時

の
状
況
が
余
り
に
も
衝
撃
的
で
あ
っ
た
、
そ

し
て
多
く
に
人
命
が
失
わ
れ
、
更
に
は
原
発

事
故
と
今
な
お
、
苦
し
ん
で
い
る
人
達
、
そ

の
様
な
事
実
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
な

い
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
神
事
で
す
。
早
六
年

経
ち
ま
し
た
が
、
無
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊

と
私
達
へ
の
教
訓
と
し
て
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。 

  

★ 

巫
女
舞
指
導
員
募
集 

榊
山
神
社
夏
祭
り(

大
祭)

の
神
事
で
は
小
学

生
に
よ
る
巫
女
舞(

豊
栄
の
舞)

が
行
な
わ
れ

ま
す
。
神
社
で
は
巫
女
の
子
達
の
踊
り
の
指

導
を
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
一
名
の
方
が
長
年
指
導
員
と
し
て
お

世
話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
ト

役
と
し
て
、
又
、
将
来
は
指
導
員
と
し
て
ご

奉
仕
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
全
く
の
素

人
で
か
ま
い
ま
せ
ん
、
徐
々
に
覚
え
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
関
心
、
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。 

宮
司 

深
谷
耕
平 

 

電
話0

5
7
3
-7
2
-2
8
9
2
 

 

★ 

神
社
拝
殿
横
排
水
工
事
並
び
に
拡
張
工
事 

以
前
か
ら
報
告
し
て
お
り
ま
す
、
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
長
年
、
雨
が
降
り
ま
す
と
本
殿
脇

か
ら
流
れ
る
水
が
斜
面
や
階
段
に
直
接
流
れ
落

ち
て
水
浸
し
に
な
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
斜

面
が
崩
れ
る
為
、
工
事
す
る
事
と
な
っ
た
理
由

で
す
。
三
月
一
日
午
前
中
に
安
全
祈
願
を
執
り

行
い
、
無
事
に
出
来
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
神
社
だ
よ
り
が
皆
様
の
手
元
に

届
く
頃
に
は
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
排
水
の
為
の
拡
張
工
事
に
よ
り
、

拝
殿
の
左
の
敷
地
が
広
く
な
り
、
御
参
り
も
し

易
く
な
り
ま
す
し
、
夏
祭
り
の
際
は
来
賓
の
方

の
座
る
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
出
来
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

                    

    

奉
納
奉
納
奉
納
奉
納
のののの
書書書書(( ((

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
サ
ロ
ン)) ))     

    

★ 

社
務
所
建
設

社
務
所
建
設

社
務
所
建
設

社
務
所
建
設
にににに
関関関関
わ
る
わ
る
わ
る
わ
る
件件件件 

    

各
地
区
氏
子
総
代
さ
ん
を
通
じ
て
現
在
の
榊

山
神
社
社
務
所
の
現
状
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
耐
震
状
況
等
に
お
い
て
、
又
、

将
来
に
お
い
て
、
修
理
修
繕
・
建
て
直
し
と
協

議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
近
く
、
詳
細
報
告
が

出
来
る
事
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解
の
上
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 


